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Kenji Moni (Department of Bacteriology, Institute for Tropical Medicine, Nagasaki 
University) 


Abstract: A total of 434 strains of Vibrio cholerae biovar eltor (Fig. 1, Table 1) were 
typed by a set of the typing phages obtained originally from National Institute of Cholera 
and Enteric Diseases in Calcutta (Table 2) and also tested for the serotype, Takeya's 
prophage type and hemolytic property. Phage types of 294 strains (67.722) were decided 
by the same sensitive patterns after the second typing and 83.627 of the remaining strains 
were classified as Table 3 after an additional test. Following the forth typing the re- 
maining 23 strains were classified as Table 4. From these results, it was concluded that 
the reproducibility of the phage typing was good enough to apply. The resulted phage 
types were summarized in Tables 15 and 16. The results for serotype, prophage type 
and hemolytic property were as follows: Inaba 48 (11.127), Ogawa 386 (88.9%); Lyso- 
genic Celebes 369 (85.027), Cured Celebes 63 (14.522), Ubol 2 (0.522); Hemolytic 324 
(74.722), Weakly hemolytic 34 (7.822), Non-hemolytic 76 (17.522). The results of four 
properties were shown in Tables 5-12 by locality and year indicated in Table 1 and the 
geographical distribution of each property was summarized in Tables 13, 14, 17 and 18. 
Table 13 shows special distribution of Inaba type in Kisumu with 10077 and in South 
Coast 1982 with 62.1 comparing with other groups where Ogawa type is predominant. 
In Table 14, all of 60 strains from Kapedo are cured Celebes type while 98.7% of others 
are lysogenic Celebes type. From Table 17, the followings can be pointed out: 81.725 
of strains isolated in Kapedo is Type 1 which is not found in other location. Main phage 
type of isolates from Nairobi 1982 and South Coast 1981/1982 is Type 4 while other four 
groups is Type 3. Main phage type in Nairobi has changed between 1980 and 1982. 
Table 18 indicates that majority of strains isolated in Kenya is hemolytic excepting isola- 
tes from Busia in 1980. From these findings, it can be said that the phage typing will 
give more information than serotype or prophage type for epidemiological observation of 
cholera. 
Key Words: Vibrio cholerae, Phage typing, Epidemiology. 
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ュ コレ ラ 菌 ファ ー ジ は 1920 年 d'Herelle に よっ て 
見 出さ れ た が , その 後 の フ ァ ー ジ 分 離 ま た は その 応 
用 に 関し て は 武 谷 0973) お よび Mukerjee and 
Takeya (1974) の 総説 に 詳し く 記 述 さ れ て い る . 
ファ ー ジ 型 別に 関し て は Mukerjee と その 共同 研 
宛 考 が 精力 的 に 研究 し, クラ シッ ク ュ レラ 菌 型 別 用 
ファ ー ジ と し て !『 一 上 W の 4 種 の ファ ー ジ を 選定 , フ 
ァ ー ジ 1 一 IM に 対す る 多数 株 の 感受 性 試験 の 結果 か 
ら 5 種 の ファ ー ジ 型 を 提唱 する に 至っ た (Muker- 
jee, 1963; Mukerjee et al., 1963). この 型 別 用 
ファ ー ジ の うち ファ ー ジ WW は , 1961 年 以降 の エル ト 
ー ル コレ ラ の 大 流行 に 伴っ て , クラ シッ クコ レラ 菌 
と テル トー ルコ レラ 菌 の 鑑別 に 利用 され る よう に な 
っ た . 

エル トー ル ュ レラ 菌 の ファ ー ジ 型 別 に 関し て は , 
Nicolle e£ al. (1960), Gallut and Nicolle (1963), 
Newman and Eisenstark (1964) の 試み が あっ た 
が , 実用 に 供 せ らち られ る に は 至ら な か っ た . 一 方 196# 
年 Mukerjee も エル トー ル ュ レラ 菌 の ファ ー ジ 型 
別 を 発表 し た が , 不安 定 で ある た め 翌 1965 年 全く 別 
の ファ ー ジ 5 種 を 用 いて 9 種 の ファ ー ジ 型 に 型 別 す 
る 方 法 を 提唱 し た . その 後 第 5 の ファー ジ を 変更 
し て 表 2 に 示す 6 型 に 分 類 す る 方 法 を 用 い て いる 

(Basu and Mukerjee, 1968). 

1981 年 当 部 門 の 内 藤 が カル カッ タ を 訪れ た 際 , 
National Institute of Cholera and Enteric Dis- 
eases に お いて 上 記 2 種 の ファ ー ジ セッ ト と 各 セ ッ 
ト 用 の 増殖 用 菌株 1 株 宛 の 分 与 を 受け , 当 部 門 で は 
その 後 そ の 増殖 , 保存 を 行っ て いる .・ 一 方 重野 は 両 
型 別 用 ファ ー ジ 自体 の 基礎 的 検討 の 一 端 と し て 増殖 
用 菌株 か ら 各 ファ ー ジ に 抵抗 性 の 変異 株 を 分 離し , 
それ ら の 変異 株 の 型 別 用 ファ ー ジ に 対す る 感受 性 を 
精査 し 1982 年 その 結果 を 発表 し た . それ に よる と 特 
(に エル トー ル ュ レラ 歯 型 別 用 ファ ー ジ の 場合 , ファ 
ー ジ 1 と 5 は ファ ー ジ 抵抗 性 変異 株 に 対す る 作用 域 
か ら み て 同一 で は な いと し て も 極め て 近 続 で あろ う 
こと , 増殖 用 菌株 757 株 で は レセ プター を 共通 に し 
て いる 可能 性 が ある こと , 残る ファ ー ジ 2, 3, 4 
は それ ぞ れ 独立 性 の ある ファ ー ジ で ある こと を 明 ら 
か に し た . 本 論文 に お いて は , ケニア 国分 離 の エル 
トー ルコ レラ 攻 多 数 株 に ファ ー ジ 型 別 法 を 適用 し た 


結果 を , 同時 に 試験 し た 血清 型 , プ ョ ファ ー ジ 型 , 
溶血 能 と と も に 記述 し , ファ ー ジ 型 別 法 の 応用 性 に 
言及 する . 


材料 と 方 法 


被験 菌株 : 日 本 国 が ケニア 国 に 協力 し て 実施 中 の 
伝染 病 研究 対策 プロ ジェ クト の 一 部 と し て , ケニア 
国 National Public Health Laboratory Services 
の 所 長 Dr. J. N. Kaviti の 配慮 に より , 収集 で 
きた っ レラ 菌株 の うち 下記 の 再 分 離 と 性 状 試験 を 行 
っ て 確認 で きた エル トー ル ュ レラ 赦 434 株 を 用 いた . 
1980 年 か ら 1982 年 の 間 に 図 1 に 示し た 5 地域 で 分 離 
され た も の で あり , 表 1 に 分 離 地 ね お よび 分 離 年 ご と 
の 菌株 数 を 示 し た . 

ケニア 国 に お ける っ ュ レラ 菌 検 索 は , 検体 を 8 分 画 
し た TCBS 寒天 平板 に 塗 抹 , 翌日 コレ ラ 菌 様 の 貢 
色 菌 苔 が 発育 すれ ば 直接 スラ イド 凝集 反応 を 行っ 
て 決定 し て いる . ナイ ロビ へ は 滅菌 綿棒 で 菌 苔 を 
Cary Blair 培地 に 容 刺 し た も の また は 陽性 で あっ 
た 検体 自体 が 送付 され て くる . そこ で 菌株 の 入手 後 
TCBS 寒天 平板 へ 分 離 , コレ ラ 菌 様 集落 を クリ グラ 
ー 半 斜面 へ 接種 , その 性 状 が ュ レ ラ 菌 に 合致 し た も 
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Fig. 1. The map of the Republic of 
Kenya. 
Only the places where strains 
were isolated are shown. 
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Table 1. Vibrio cholerae biovar eltor strains tested 
No. of strains Place ; ・ 
(Strain No.) isolated Period isolated 
49 (A1-55) Busia Aug. 1980 
21 (A56-78) Nairobi May 1980 
18 (A106-126) Nairobi July 1980 
Dec. 1980 - 

60 (A127-198) Kapedo Jan. 1981 
5 (A212-216) Kisumu Mar. 1981 
154 (B1-191) South Coast Mar.-July 1981 
58 (C4-129) South Coast Mar.-June 1982 
27 (C130-156) Busia Apr.-June 1982 
42 (DI11-111) Nairobi Apr.-May 1982 
の に つい て スラ イド 凝集 反応 を 行っ て 確認 後 , 溶解 注 ., これ に ファ ー ジ 原液 より の 10 進 希釈 液 列 の 0.25 


AEON L CTED UPEAA LR 
存 に 移 した. エル トー ル ュ レラ 菌 の 確認 に は ポリ ミ 
キシ ン B 感 受 性 。 VP 反応 ファージ 『\ 感受 性 を 試 
験 し た . 著者 は 1980 年 11 月 より 1982 年 5 月 まで 該 フ 
ロジ ェクト に 参加 , 画 株 の 収集 ・ 保 存 に も 関与 し 


- 
ハー・ 


ファ ー ジ と 増殖 用 菌株 : エル トー ルコ レラ 菌 型 別 
用 ファ ー ジ 5 種 (1 一 5 ) と その 増殖 用 菌株 757 C 
ルト ー ル 小川 型 ) は, 1981 年 カル カッ タ の National 
Institute of Cholera and Enteric Diseases より 分 
人 与え され , その 後 当 部 門 で 保存 され て きた も の を 使用 
し た . カッ ズ パ 型 ファ ー ジ は 同 フ ァ ー ジ 産生 性 の ケ ェ 
ア 分 離 株 の 培養 濾液 か ら ュ レラ 菌 古 218 株 (クラ ン 
ッ ク 稲 葉 型 ) を 用 いて 純化 増殖 し て 使用 し た . 

使用 培地 と 緩衝 食塩 水 : 当 部 門 の 林 09D と 重 
野 (1982) が それ ぞ れ 繧 騰 菌 と ュ レ ラ 菌 の ファ ー ジ 
に 関す る 研究 で 使用 し た も の と 同一 で 下記 の 通り 
で ある . ポリ ベ プ トン RERE) 酵母 エキ ス 
(Difco), 堪 化 ナトリウム を それ ぞ れ 1 , 0.2, 0.5 
の 割 に 精製 水 で 浴 解 , pH 7.2 と し た も の を 基礎 
培地 (ブイ ョ ン ) と し た . 固 型 培地 お よび 重層 用 鞭 
寒天 は これ に 寒天 末 (Difco) を それ ぞ れ 1.5%, 0.6 
交 加 えた も の を 用 いた . 

7.—U[Bdk ossi x Tum Here m 
水 は , 1/15M リ ン 酸 緩 衡 液 に 塩化 - ナ トリ ウゥ ム を 0.1 
M, 硫酸 マグ ネン シウム を 1mM の 割 で 添加 し た も の 
で ある . 

ファ ー ジ の 増殖 また は プラ ッ ク 算 定 : 増殖 用 菌株 
の ブイ ョ ン 37?C 1 夜 培養 を 小 試験 管 に 0.1ml 宛 分 


ml ずつ を 加え , 37?C の 温浴 中 に 5 一 10 分 間 置 き , 


つい で 各 試 験 管 に 3 ml の 軟 寒 大 を 加え て 温和 , Æ 


天平 板 上 に 重層 し た . 37?C 1 夜 培 養 後 深 菌 状況 を 
観察 し , semiconflusnt lysis を 認め た 軟 寒 天 層 を 


ュ ン ラー ジ 棒 で 遠心 管 へ か き と り , 緩衝 食 折 水 3.5 
ml を 加え て 室温 約 1 時間 置 き , その 3,000rpm, 20 
分 遠心 上 清 を 0.45 々 の ミリ ポア フィ ルター で 濾過 し 
た . これ ら フ ァ ー ジ 原液 は 4 C に 保存 し た . 

上 記 沙 菌 状況 の 観察 に 際 し て は , 適当 数 の プラ ッ 

ク を 認め た 平板 に つい て は プラ ッ ク 数 を 数 え 。 保存 
ファ ー ジ 液 の 力 価 を 知っ た . また 新た に 得 た ファ ー 
ジ 原 液 に つい て も 上 記 に 準じ て プラ ッ ク 数 算定 を 行 
っ た . 

RTD (Routine Test Dilution) の 決定 : 被験 菌 
の ファ ー ジ 型 別に 先行 し て , 各 フ ァ ー ジ 液 の RTD 
を 決定 し た . エル トー ル ュ レラ 箇 型 別 用 ファ ー ジ で 
は 757 株 , カッ パ 型 ファ ー ジ で は 是 218 株 を 軟 寒 天 で 
重層 し た 寒天 平板 上 に , 各 フ ァ ー ジ の 10 進 希釈 液 列 
か ら 0.01ml ずつ 滴下 し , 37?C 1 夜 培養 後 完全 沙苗 
を 示し た 最高 希釈 倍数 液 を KTD と した. 

ファ ー ジ 型 別 法 と カッ パ 型 ファ ー ジ 感受 性 試験 : 
被験 株 の プイ ョ ン 0.1ml を 軟 寒 天 3 ml で 重層 し た 
寒天 平板 上 に , 10RTD の 型 別 用 ファ ー ジ 5 種 と 
IRTD の カッ パ 型 ファ ー ジ を マイ クロ ピペット を 
用 いて 0.01ml ずつ 滴下 , 37?C 1 夜 培養 後 深 菌 の 有 


無 を 記録 し た 

型 別 用 ファ ー ジ に 対す る 感受 性 城 を 表 2 と 照合 し 
て 第 験 株 の ファ ー ジ 型 を 判定 し た . 表示 に な い 感 受 
性 域 を 示し た 株 は 型 別 不能 と する の が 常 潜 で ある 
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Table 2. Phage-typing scheme for Vibrio cholerae biovar eitor 


Sensitivity to phage 


Phage type 

1 2 3 4 5 
1 + + 半 + + 
2 十 + + = + 
3 + + — + + 
4 + F — = + 
5 sb — F = + 
6 — T = = + 

i s BL R 会 Z - 
が , 本 報 で は 感受 性 城 を 示し 今後 の 参考 に 供する こ 実 験 成 貫 


と に し た . 各 株 の ファ ー ジ 型 別 は カッ パ 型 ファ ー ジ 
感受 性 試験 を 含め て 2 — 4 週 後に 2 回 目 の 型 別 を 実 
施し , 2 回 の 成績 が 一 致し た 場合 型 を 決定 , 不一致 
の 株 また は 2 回 と も 全 フ ァ ー ジ に 非 感受 性 で あっ た 
株 に つい て は , 3 回 目 を 実施 し て 3 成績 中 一 致し た 
2 成績 で 型 の 決定 を 行っ た ( 表 3 参照 ). 3 回 の 成 
績 が 一 致し な い 株 また は 2 回 全 フ ァ ー ジ に 非 感受 性 
を 示し た 株 に 対し て は さら に 1 回 型 列 を 追加 し て こ 
れ と 一 致 し た 2 成績 で 型 を 決定 し た ( 表 4 参照 ). 
カッ パ 型 ファ ー ジ 溶 原 株 の 検出 法 : 被験 株 の ブイ 
ョ ン 372C 1 夜 培養 に 2 一 3 滴 の クロ ロホ ルム を 加 
z CREL, 3,000rpm, 20 分 遠心 沈殿 後 そ の 上 清 
を 小 試験 管 に 0.2ml 分 注 し た . つい で 時 218 株 の プ 
イ ョ ン 372C 1 夜 培養 液 0.1ml を 加え , 37C oi 
浴 中 に 5 一 10 分 間 置 いた 後に 3ml ORERE JA. 
て 混和 , 寒天 平板 上 に 重層 し た . 37°C 1 夜 培養 後 
混濁 し た プラ ッ ク を 認め た 場合 を 陽性 と し た . 陰性 
株 に つい て 少な く と も 3 回 反復 し その 間 に 陽 性 を 示 
し た も の に つい て は 深 原 株 と 決定 し た . 

プロ ファ ー ジ 型 の 判定 : RE 973) の 記載 に 従 
っ て , 前 項 の カッ ペペ 型 フ ァ ー ジ を 検出 し , ファ ー ジ 
型 別 と 併行 実施 し た カッ 型 フ ァ ー ジ 感受 性 試験 で 
非 感受 性 と 判定 され た 株 は 溶 原 性 セレ ベス 型 , カッ 
バ 型 ファ ー ジ を 放出 せ ず , カッ パ 型 ファ ー ジ に 感受 
性 を 示し た 株 を 非 深 原 化 セレ ベス 型 ) カッ パ 型 ファ 
ー ジ が 検出 され ず , カッ パ 型 ファ ー ジ に 感受 性 を 示 
さ な い 株 は ウ ボ ー ル 型 と 判定 し た 

溶血 性 試験 法 : ヒツジ 赤血球 を 用 い Feely and 
Pittman (1963) に 準拠 し て 実施 し た . JER MRE 
つい て は 少な く と も 2 回 反復 し , その 間 に 陽 性 ・ 句 
陽性 を 示 し た 場合 これ を 採用 した. 


ファ ー ジ 型 別 に お ける 成績 再現 性 : 前 述 の よう に 
本 研究 に お いて は 株 に よっ て 2 一 4 回 の ファ ー ジ 弄 
別 を 行っ た . 被験 434 株 の うち 第 1 回 と 第 2 Ino 
別 結 果 が 一 致し て 型 の 決定 が で きた の は 294 株 (67.7 
92) で あり , その 内 訳 は 1 型 31 株 , 2 型 0 株 , 3 型 
81 株 , 4 型 168 株 , 5 型 4 株 , 6 型 2 株 , 型 別 不 能 
6 種 8 株 で あっ た . 第 3 回 の 型 別 を 行っ て 型 の 決定 
が で きた も の は 表 3 に 示し た 117 株 (7.022) T, 
1 型 18 株 , 2 型 1 株 , 3 型 35 株 , 4 型 23 株 , 5 型 25 
kk, 6 型 2 株 , 型 別 不能 4 種 1 株 で あっ た . 型 別 不 
能 株 の うち C-81, D-340 2 株 は 3 回 を 通じ て 全 フ 
ァ ー ジ に 非 感 受 性 を 示し た . 残る 23 株 (5.3%) は 
表 4 に 示 し た よう に 4 成績 の うち 2 回 の 一 致 で 型 の 
決定 を 行い , 3 型 2 株 , 5 型 19 株 , 型 別 不能 2 種 各 
1 株 と 判定 した. な お 表示 の うち ん -36, B-54, 
B-77, B-76 の 場合 は 4 回 の うち 2 回 ずつ が 一 致 し 
た 結果 で あっ た が , それ ぞ れ 1 対 は 全 フ ァ ー ジ に 非 
感受 性 を 示し て いた の で , それ ぞ れ 型 別表 に 一 致し 
た 3, 5, 5, 5 型 と 決定 し た . 

1980 年 Busia 分 離 49 株 の 成績 : 表 5 に 示し た よ 
うに , 血清 型 で は 稲葉 型 を 示 し た A-52 を 除き 48 株 
(98.022) が 小川 弄 , プ ビ ファ ー ジ 型 で も 非 浴 原 化 
セレ ベス 型 と 判定 され た A-22 の ほか は 48 株 (98.0 
25) が 深 原 性 セレ ベス 型 で あっ た . ファ ー ジ 型 で は 
3 型 が 35 株 (71.490, 4 型 11 株 (22.4%), 5 型 2 
株 (4.1%), 型 別 不能 1 株 Q.02: と 4 種 の 型 に 
分 か れ た . 大 勢 を 占め た 溶 原 性 セレ ベス ・ 小 川 型 47 
株 は , ファ ー ジ 型 3, 4, 5 と 型 別 不能 と 34 株 , 10 
株 , 2 株 , 1 株 の 4 群 に 分 か れ た . 溶血 能 で は 陽 
Kk, 陰性 と も に 23 株 (46.972), 疑 陽性 3 Fk (6.126) 
と ほほ 二分 され て いた . 


=x 


Table 3. Results of phage typing for non-reproducible strains (1) 


A-8 10 11 57 C-95 122 
(25 strains) 
A-117 
A-107 B-24 53 
B-52 126 146 148 151 153 156 
164 C-53 61 80 119 D-104 
B-65 79 81 87 94 149 
A-6 B-137 184 
B-99 
A-190 
A=I77 
B-128 C-47 57 
B-157 187 C-50 70 85 
C-84 99 118 D-102 
A-180 


Typing result Strain 
1 2 A-141 142 143 149 155 171 187 
1 3 A-127 136 137 
1 saspe A-140 146 158 196 
1 ーー 十 一 十 A-133 
1 ーー オオ 一 一 A-135 
EA 1 A-147 164 
3 2 A-123 
3 
4 
5 
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B-102 C-4 D-18 19 20 28 46 
A-67 
A-122 

= B-108 C-121 D-13 14 21 22 23 
C-87 
mea spat bs A-48 
| | D-12 
+ B-127 

— C-81 D-34 


〇 ゝ 〇 > ot On cn の 1 の 1 の 1 A GR ER e Ww WW UW N F4 H EA pA EA A 


| 
| 
asana o en T s ai ww Co 02 0o rr 
| 
| 


25 strains: A-1 16 19 25 40 45 53 58 60 64 78 115 
B-12 16 17 46 61 62 04 69 70 71 73 82 83 


Table 4. Results of phage typing for non-reproducible strains (2) 


Typing result Strain 


A-36 
A-59 
A-42 
A-63 
A-69 
A-108 
A-114 
A-119 
A-160 
B-54 77 
B-58 
A-47 
A-106 
A-109 
B-37 39 
B-76 
B-98 
A-77 
A-145 
A-132 
A-181 


S: 

i 

"i 
| 


| F ag gn gi gr er di on gn gue en en en en cn Go 63 


1 
| 
十 
| 
| 
| 
++ 
| 
++ 


| 
| c 


| 

| 

| 

| 

| 
+ 
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Table 5. Typing results for 49 strains isolated from Busia in 1980 


Strain (No. of strains) 


Resulted pattern 
K S 


A-5 10 11 18 19 29 30 
38 43 44 46 49 53 
A-14 33 35 
(18 strains) 

A-52 
A-4 12 21 27 37 41 54 
A-8 6 28 
A-22 
A-42 
A-47 
A-48 


P H 
3 C O t 
3 C O + 
3 C O — 
3 C I = 
4 C O T 
4 C O — 
4 Cu O + 
5 C O 十 
5 C O -— 
E a S C O EH 


P: Phage type (See Table 2; In the case of untypable, lytic pattern was given), 
K: Kappa phage type (C: Lysogenic Celebes type, Cu: Cured Celebes type, 
U: Ubol type), S: Serotype (O: Ogawa, I: Inaba), H: Hemolysis. 


Remarks are also effective to Table 6-12. 


Table 6. Typing results for 39 strains isolated from Nairobi in 1980 


Strain (No. of strains) 


Resulted pattern 
K 


"d 


A-123 

(13 strains) 
A-68 75 116 126 
A-76 78 125 

A-124 

A-57 

A-110 

A-59 

A-112 

A-71 73 


A-56 
A-106 109 114 119 
A-63 


A-67 122 


BEL Ur pu RUE SEE 
oOoooooodogoooooo 
oOoocoo-oooco--oooo 

HH PTPRIT bc-E|m 


13 strains: A-58 60 61 64 66 70 72 74 107 111 113 115 117 


1980 年 Nairobi 分 離 39 株 の 成績 : 表 6 に ある よ ょ 
う に, 血清 型 で は A-56, A-57, A-124 の 稲葉 株 を 
除き 36 株 (92.325) が 小川 型 プロ ファ ー ジ 型 の 場 
合 A-59 が ウ ボ ー ル 型 。 A-108, A-110 の 2 株 が 非 
溶 原 化 セレ ベス 型 で あっ た ほか は 同じ く 36 株 (92.3 
2602 が 落 原 性 セレ ベス 型 で あっ た . ファ ー ジ 型 に よ 
る と 5 種 の 型 に 分 か れ , 3 型 24 株 (61.525), 57 
84k (20.5925, 4 型 4 株 Q0.3), 6 型 2 株 (5.1 
250, 2 型 1 株 (2.6) で あっ た . ここ で る 多数 を 
占め た 浴 原 性 セレ ベス ・ 小 川 型 33 株 が ファ ー ジ 型 で 
3 刑 20 株 , 5 型 7 株 , 4 型 3 株 , 6 型 2 株 , 2 型 1 
株 に 分 か れ た . 落 血 能 の 場合 は 陽性 22 株 (96.425), 


疑 陽性 7 株 (17.925), 陰性 10 株 (25.625) と 溶血 
性 を 示し た も の が 多かっ た . 

1980/81 年 Kapedo 分 離 60 株 の 成績 : 表 7 で 判 
る よう に , 血清 型 で は A-178, A-195 の 稲葉 株 を 除 
く 58 株 (96.722) が 小川 型 で あり , プロ ファ ー ジ 弄 
は 全 株 が 非 溶 原 化 セ モレ ベス 型 で あっ た . ファ ー ジ 
型 の 場合 1 型 が 49 株 (81.775) を 占め , 5 型 7 株 
(11.726), 型 別 不能 3 種 4 株 (6.722) と 5 種 の 型 
が み ら れ た . 58 株 を 占め る 非 沙 原 化 セ レベ ス ・ 小 川 
型 が ファ ー ジ 型 に よっ て 1 型 47 株 。 5 型 7 株 , 3 種 
の 型 別 不能 で 2, 1, 1 株 に 分 けら れ た . Kihe 
よ ょ る と 陽性 50 株 (83.325), Snte 4 YR (6.725), 


陰性 6 株 00.0220. と 沙 血 性 の も の が 大 多数 を 占め 
Je. 

19814 Kisumu 分 離 5 株 の 成績 : 表 8 に 示し た 
よう に 全 株 が 溶血 性 の 深 原 性 セレ ベス ・ 稲 葉 型 で あ 
D, ファ ー ジ 型 別に よっ て の みみ 3 型 3 株 、4 型 1 株 
と 型 別 不能 各 1 株 と 3 種 の 型 に 分 か れ た 

1981 年 South Coast 分 離 154 株 の 成績 : 表 9 に 
み ら れ る よう に 全 株 が 溶 原 性 セレ ベス ・ 小 川 型 で あ 
っ て , ファ ー ジ 型 別 で は 4 型 107 株 (69.522), 3 I 
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32 株 (20.8), 5 型 12 株 (7.875), 3 種 の 型 列 不能 
各 1 株 (0.622) に 分 か れ た . 溶血 能 は 139 株 (90.3 
25) が 陽性 , 10 株 (6.5%) ERE, 5 株 G.2 
95) が 陰性 と 大 多数 が 溶血 性 を 示 し た - 

1982 年 South Coast 分 離 58 株 の 成績 : 表 10 に よ 
る と , 血清 型 で は 稲葉 型 36 株 (62.125), 小川 型 22 
株 (87.992) と 大 きく 分 か れ た が , プロ ファ ー ジ 型 
は ウ ボ ー ル 型 と 判定 し た C-128 を 除き 57 株 (98.3 
9) が 溶 原 性 セレ ベス 型 で あっ た . ファ ー ジ 型 別 で 


Table 7. Typing results for 60 strains isolated from Kapedo in 1980/1981 


Strain (No. of strains) 


Resulted pattern 
K 


P H 
(38 strains) 1 Cu O + 
A-128 135 150 1 Cu O ze 
A-131 137 141 
144 147 194 I Cu n E 
à A-178 195 1 Cu I t 
-145 159 160 169 
177 180 190 2 EH 9 7 
A-132 138 tar, Ca O 3b 
A-162 ポー ご っ n O 
A-181 SS dO O ET 
Table 8. Typing results for 5 strains isolated from Kisumu in 1980 
Strain (No. of strains) P D par mi H 
A-213 214 215 3 C I 十 
A-216 4 C I 十 
A-212 pom C I 3s 
Table 9. Typing results for 154 strains isolated from South Coast in 1981 
Strain (No. of strains) P peus pattern, H 
(28 strains) 3 C O + 
B-20 56 86 3 C O E 
B-24 3 C O — 
(101 strains) 4 C O + 
B-2 94 115 155 4 C O m 
B-85 106 4 C O — 
B-37 54 76 77 98 102 
125 128 157 187 ? D 9 is 
B-39 58 5 C O + 
B-108 ーーーー 十 C O E 
B-124 +——-— C O — 
B-127 . -———-—— C O — 


28 strains: B-12 16 17 23 26 34 36 42 46 51 53 60 61 62 64 66 
68 69 70 71 72 73 80 82 83 92 95 97 
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は 4 型 36 株 (62.122), 5 型 11 株 (19.022), 3 型 7 5 型 6 株 , 3 型 5 株 , 6 型 と 2 種 の 型 別 不能 の 各 1 
株 2.1%), 6 型 1 株 (1.7225, 型 別 不能 2 種 3 株 に , 次 原 性 セレ ベス ・ 小 川 型 の 22 株 は 4 型 18 株 , 
株 (5.2250 と 6 種 の 型 が み ら れ た . 沙 原 性 セレ ベ 5 型 4 株 , 3 型 2 株 , 型 別 不能 1 株 に 区 分 で きた . 
ス ・ 稲 葉 型 の 35 株 は ファ ー ジ 型 に よっ て 4 型 21 株 , 溶血 能 で は 陽性 36 株 (62.125), 疑 陽性 5 株 (8.6 


Table 10. Typing results for 58 strains isolated from South Coast in 1982 


Strain (No. of strains) Resulted pattern 


C-113 122 125 
C-120 
C-126 
C-95 123 
(13 strains) 
C-63 
C-60 61 82 112 114 
119 124 
C-75 76 77 83 88 89 
91 92 93 94 96 
C-74 
C-80 100 129 
C-47 57 70 117 
C-50 118 
C-84 85 
C-4 99 
C-128 
C-127 
C-81 0. oo 
C-121 ————-k 
C-87 ————- 


H--EpEE OR 


| 


OOO On A A e ww Cw で 


〇 ロロ ロロ 〇 OO ロロ どの O Oo 
LR ERR | 二 | 士 | は + 


の の の の 〇 の GOOO の の の 〇 の の 〇 の A の 〇 〇 GOGO 


Table 11. Typing results for 27 strains isolated from Busia in 1982 


Strain (No. of strains) Resulted pattern 


P 
(13 strains) 3 
C-145 151 152 3 
C-132 135 140 4 
142 149 153 
C-148 4 
C-136 4 
C-143 146 5 
C-154 ————- 


+i + トキ | 


OO の OO 〇 OO 〇 O A OO 
OO0O=O O ere) 


Table 12. Typing results for 42 strains isolated from Nairobi in 1982 


Strain (No. of strains) P Resulted pattern 


D-108 3 
(20 strains) 4 
D-11 25 32 45 4 
D-18 19 20 5 
D-28 46 102 5 
D-67 6 
D-13 14 21 22 23 ーーーー 十 
D-41 ーー オ 一 士 
D-12 ー エ キー 一 
D-31 39 ++- 
D-34 | 。 eee 


t+I+I+I+H+H| X 


l 
[ 


OO の OO の の の の 〇 の の の の の 〇 
〇 〇 〇 の の 〇 の 〇 の の GO 〇 G 


ーー+ 


25), 陰性 17 株 (29.392) と RIED bOr 多かっ 
A. 

1982 年 Busia 分 離 27 株 の 成績 : 表 11 に 示し た よ 
5w, 血清 型 で は C-136 を 除き 26 株 (96.325) は 小 


川 型 で あっ て , プロ ファ ー ジ 型 は 全 株 深 原 性 セレ 
ベス 型 で あっ た . ファ ー ジ 型 別に よる と 3 型 16 株 


(59.322), 4 型 8 株 29.6%), 5 型 2 株 (⑦.4), 
型 別 不能 1 株 (3.725) に 分 か れ た ・ 溶血 能 は 21 株 
(77.895) が 陽性 , 4 株 (14.826) が 疑 陽性 , 2 株 
(7.4%) が 陰性 と 大 多数 に 溶血 性 を 認め た - 
1982 年 Nairobi 分 離 42 株 の 成績 : 表 12 に ある よ 
うら に, 全 株 が 溶 原 性 セレ ベス ・ 小 川 型 で あっ て , 7 
ァ ー ジ 型 別 で は 5 種 の 型 別 不 能 を 含む 9 種 も の 型 に 
分 か れ , 4 型 24 株 (57.192), 5 型 6 株 (14.322), 
ファ ー ジ 5 に の みみ 感受 性 : 5 株 (11.9275) ファ ー 
ジ 1 と 2 た だ 感受 性 : 2 株 4.820, 3 型 と 6 型 お よ 
よび 3 種 の 型 別 不能 各 1 株 Q.42 "Con. W 
血 能 は 陽性 28 株 (66.7%), — REEOUE 1 ER 2.422), 
陰性 13 株 (31.0 め ) と 落 血 性 の も ぁ の が 多かっ た . 


[XE NL E: 


DEUS: 受領 後 再 分 離 を 行っ た 時 点 で ケニア 側 の 
記録 と 異な る 例 は あっ た も の の , 実験 経過 中 に 型 が 
変化 し た も の は な か っ た . 表 5 一 12 を 集計 する と, 
被験 434 株 の うち 小川 型 が 386 株 (88.9250 と ケニア 
分 区 テル トー ル ュ レラ 菌 の 主流 を 占め , 稲葉 型 は 48 
株 (1.122) に 過ぎ な か っ た . 各 群 で の 血清 型 分 布 
率 を まとめ た 表 13 を みる と , 全 株 が いずれ か の 血清 
型 で 占め られ て いた の は , 被験 株 数 が 僅か 5 株 と は 


Table 13. Geographical distribution 
of serotypes 


Place Year isolated 

isolated 1980 1981 1982 
2 O:98.0 O:96.3 

Busia 1: 2.0 1: 3.7 
„a: OO:92.3 ] 

Nairobi Dogs 0:100 

Kapedo e 

Kisumu I :100 

South O :100 O:37.9 
Coast I:62.1 
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いえ 稲葉 型 の 1981 年 Kisumu 分 離 株 , と も に 小川 
型 の 1981 年 South Coast 分 離 154 株 と 1982 年 Nai- 
robi 分 離 の 42 株 と 3 群 201 株 (46.322) で あっ た . 
少数 株 で 1 群 を な し て いる と は いう も の の 1981 年 
Kisumu で 分 離さ れ た 全 株 が 稲葉 型 で あっ た の は 極 
め て 特異 な 例 と いえ る . 残る 5 群 で は 1982 年 Sou- 
th Coast 分 離 の 53 株 で 稲葉 型 が 優位 で 62.1 を 占 
め 小 川 刑 が 37.9 を で あっ た の を 除き , 小川 型 が 92.3 
ダー98.0 と 大 多数 を 占め 稲葉 型 は 1 一 3 株 (2.0 一 
7.792) が 混在 し て いる 状態 で あっ た . 同一 地域 で 
分 見 年 度 間 の 比較 を する と , Busia で は と も に 稲葉 
型 混在 で 差 が な か っ た が , Nairobi で は 稲葉 型 の 混 
在 が 消失 , 特に South Coast で は 1981 年 小川 型 の 
み で あっ た も の が 1982 年 に は 稲葉 型 優位 と 大 きく 変 
っ て いた . 1982 年 South Coast 分 離 株 に つい て 分 
将 月 別に みる と , 3 月 の 13 株 の うち 12 株 は 小川 型 で 
あっ た も の が , 4 月 の 29 株 は 21 株 が 稲葉 型 と な り , 
5 一 6 月 の 15 株 は 1 株 を 除き 稲葉 型 で あっ て , 3, 
4 月 の 間 で 流行 の 主流 が 変っ て いた . 残る 1 株 は 7 
月 16 日 に Mikindani で 分 離さ れ た が 小川 弄 で あっ 
た . 同じ く Mikindani で 6 月 29 日 と 30 日 に 分 離さ 
れ た 各 1 株 は と も に 上 記 の 傾向 に 一 致し た 稲葉 型 で 
あっ た . 

プロ ファ ー ジ 型 : 同じ く 表 5 一 12 を 集計 する と , 
溶 原 性 セレ ベス 型 が 369 株 (85.0920 と 大 多数 を 占 
à, 非 溶 原 化 セレ ベス 型 が 63 株 (14.5%), 特に ウツ 
ボー ル 型 は 2 株 (0.520 と 少な か っ た . 分 離 地 と 
分 離 年 別に プロ ファ ー ジ 型 分 布 率 を 示 し た 表 14 に よ 
る と , 被験 全 株 が 単 一 の プロ ファ ー ジ 型 を 示 し た 群 


Table 14. Geographical distribution 
of Kappa phage types 


Place Year isolated 
isolated 1980 1981 198? 
Bess C:98.0 C:100 
4 Cu:2.0 
C:92.3 C:100 
Nairobi Cu:5.1 
U :2.6 
Kapedo Cu:100 
Kisumu C:100 
South C:100 C :98.3 
Coast U: 1.7 


Serotype: Percentage 


Kappa phage type: Percentage 
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は , 1980/1981 年 Kapedo 分 離 の 非 溶 原 化 セ レベ 
ス 型 60 株 と , いずれ る ARE t セレ ベス 型 の 1981 年 
Kisumu 分 離 5 株 , 同年 Soukh Coast 分 離 154 株 , 
1982 年 Busia 分 離 27 株 , 同年 Nairobi 分 離 42 株 の 
5 群 (288 株 , 66.422) で あっ た . この 5 和 群 の うち 
1980/81 年 Kapedo 分 離 の 全 株 が その 検出 が 稀 な 
非 溶 原 化 セ モレ ベス 型 で あっ た の は 本 流行 の 独立 性 を 
示す も の で あり , さら に 5 株 と は いえ 1981 年 Ki- 
sumu 分 離 の 全 株 は 落 原 性 セレ ベス え 型 で あっ て 血清 
型 で の 特異 性 に 支持 を 与え る も の で あっ た . 残る 3 
群 で は 溶 原 性 セレ ベス 型 が 92.3—98.3222» 占め 、 
1980 年 Nairobi 分 離 の 39 株 に 非 溶 原 化 セレ ベス 型 
2 株 と ウ ボ ー ル 型 1 株 が 混在 し た ほか は , それ ぞ れ 
49 株 と 58 株 に それ ぞ れ 非 溶 原 化 セ レベ ス 型 と ウッ ボー 
ル 型 が 1 株 ずつ 混在 し て いた . 分 離 年 度 間 で 比較 す 
る と , Busia と Nairobi で は 1982 年 だ 混在 の W 
K, South Coast で は 逆 に 混在 の 発現 が み ら れ た 
が , 順に 1 株 , 3 株 , 1 株 と 大 き な 変 化 で は な か っ 
た . 分 離 月 日 の 記録 され て いる 1982 年 South Coast 
分 離 株 に 混在 し た ウ ボ ー ル 型 の 1 株 は 6 月 29 日 
Mikindani 地区 で 分 離 の 稲葉 型 で あっ た が , 同 地 
区 で 翌日 分 離 の 1 株 は 落 原 性 セレ ベス ・ 稲 葉 型 , 7 
月 16 日 分 離 の 1 株 は 藩 原 人 性 セレ ベス ・ 小 川 型 と それ 
ぞ れ 異な っ て いた . 

ファ ー ジ 型 : 表 15 に 集計 し た よう に 被験 434 株 の 


m 


Table 15. Phage types for 434 strains 


tested 
Phage No. of 2 
type strains 
H 49 11.3 
2 1 0.2 
3 118 27.2 
4 191 44.0 
5 48 11.1 
6 4 0.9 
ut 23 5.3 


ut: untypable 


内 訳 は , 4 型 191 株 (44.0%), 3 型 118 株 (27.2 め ), 
1 型 49 株 (11.325), 5 型 48 株 (11.126), 型 別 不能 
群 23 株 (9.320), 6 型 4 株 (0.9%), 2 型 1 株 (0.2 
26) で あっ た . この うち 型 別 不能 群 の 内 容 を 示 し た 
の が 表 16 で ある が , これ に は 10 株 か ら な る 1 つの 型 


Table 16. Untypable patterns observed 


AM to phage Strain 

Zu» ijo eer dx He A-132 138 

ー — t — E DAI 

ー 一 — 一 - 10 strains 

+ + + o 一 一 A48 162 

+ + 一 一 一 A-212 D-31 39 
— + 一 + 一 D-2 

+= 一 一 = B24 


B-127 C-81 D-34 


10 strains: A-181 B-108 C-87 121 154 
D-13 14 21 22 23 


が み ら れ , 3 株 と 2 株 ずつ が 示 し た 各 2 種 の 型 も 存 
EL, これ ら の 型 は 上 記 で 2 型 が 1 株 で あっ た の に 
比 し て より 多い 株 が 示 し た 型 と いえ る . 特に 10 株 が 
所 属し た ファ ー ジ 5 に の みろ 感受 性 を 示す 型 は 4 株 が 
所 属し た 6 型 を 越え て 第 5 位 を 占め る も の で あっ 
た . 表 17 に 各 群 で の ファ ー ジ 下 分 布 率 を 示 し た が , 
ここ で は 単 一 の 型 が か み ら れ る 群 は な か っ た . 1980/ 
1981 年 Kapedo 分 離 の 60 株 は , 全 株 が 非 溶 原 化 セ 
レベ ス 型 で 2 株 を 除き 小川 型 で あっ た が , ファ ー ジ 
型 別 で は 稲葉 型 の 2 株 を 含む 49 株 (81.722). が 他 群 
で まっ た くみ られ な い 1 型 で あっ て GET) HEX 
の 血清 型 ・ プ ロフ ァ ー ジ 型 と と も に , その 侵入 経路 
は 不明 で は ある が 本 流行 が 極め て 特異 的 で ある こ 
と , また 同 地 より 他 へ の 伝播 が な か っ た こと を 示し 
だ た も の と いえ る . な お 血清 型 ・ プ ロフ ァ ー ジ 型 で 単 
ーー で あっ た 1981 年 Kisumu 分 離 の 5 株 は 表 8 の よ 
うに 3 種 の 型 に 分 か れ た . 分 離 年 度 間 で 比較 する 
と , Busia で は ファ ー ジ 型 分 布 順位 に 差 が な か っ た 
が , Nairobi で は 1980 年 3 型 , 5 型 。 4 型 の 順 で 
あっ た ゃ も の が 1982 年 は 3 型 が 激減 し て 4 型 , 5 型 , 
表 12 で 判る よう に 上 記 フ ァ ー ジ 5 に の み 感 受 性 を 示 
す 型 5 株 の 順 と な り , South Coast で は 4 型 は 首位 
を 保っ て いた が 2 位 3 位 に 逆転 が み ら れ た . さら に 
本 表 を 通 覧 し て いえ る こと は , Kapedo を 除く ケ ェ = 
アァ 北西 部 Busia と Kisumu で は 3 型 が , 一 方 南 
部 South Coast で は 4 型 が 流行 の 主流 を な す 地 域 
差 で ある . Nairobi で 検出 され る ュ レ ラ 菌 は 流行 
地 へ の 帰省 者 が 持ち 帰っ て 発生 する 小 流行 由来 の も 
の で 占め られ て いる が , 既 述 の よう に 1981 年 3 WE 
流 で あっ た も の が 1982 年 に は 4 型 主流 と な っ て い 


Table 17. Geographical distribution of 
phage types 


Place Year isolated 
isolated 1980 1981 1982 
3:71.4 3:59.3 
. 4:22.4 4:29.6 
Busia 5: 4.1 5: 7.4 
ut: 2.0 ut: 3.7 
3:61.5 4:57.1 
5:20.5 5:14.3 
Nairobi 4:10.3 3: 2.4 
6: 5.1 6: 2.4 
2: 2.6 ut:23.8 
1:81.7 
Kapedo 5:11.7 
ut: 6.7 
3:60.0 
Kisumu 4:20.0 
ut:20.0 
4:69.5 4:62.1 
South 3:20.8 5:19.0 
Coast 5: 7.8 3121 
ut: 1.9 6: 1.7 
ut: 5.2 


Phage type: Percentage 


る . そこ で 1980 年 South Coast の 成績 は な いも の 
D, 1980 年 北西 部 , 1982 年 に は 南部 か ら の 持ち 込み 
が 多かっ た の に よる 変化 で は な いか と 推定 し た い . 
分 離 時期 の 記録 きれ た 群 内 で の ファ ー ジ 型 に つい て 
は 後述 する . 

溶血 能 : 近年 アア ア で 分 離さ れる エル トー レ ュ レ 
ラ 菌 は 非 沙 血 の も の が 大 多数 で ある の で , ケニア 国 
分 離 株 の 傾向 を 知る た め 本 試験 を 加え た . 表 5 一 


Table 18. Geographical distribution 
of hemolysis 


Place Year isolated 
isolated 1980 1981 1982 
( 十 う :46.9 ( 十 ):77.8 
Busia (+): 6.1 (x):14.8 
(—3:46.9 (—3: 7.4 
( 十 ):56.4 (02:66.7 
Nairobi  ( 土 ):17.9 (Xx): 2.4 
(—):25.6 (—):31.0 
( 十 ):83.3 
Kapedo ( 土 ): 6.7 
(—):10.0 
Kisumu C -5:100 
(4-5:90.3 (+):62.1 
Em (2). 0.5. (5): 86 
8 (—): 3.2 (—5:29.3 


Hemolysis: Percentage 
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12 を 集計 する と , 被験 434 株 の う も 陽性 324 株 (74.7 
22), BEIER (7.8222, 陰性 76 株 (17.525) と 
な っ て , ケ ニ ブ 分 離 エ ルト ー ル ュ レ ラ 菌 は 溶血 性 の 
も の が 主流 を な し て いる と いえ を る. 分 離 地 ・ 分 離 年 
別 の 分 布 率 を まとめ た 表 18 を みる と , 5 株 の みか ら 
な る 1981 年 Kisumu 分 離 株 か が すべ て 溶血 性 で あっ 
た の は 既 述 の 血清 型 ・ プ ロフ ァ ー ジ 型 と 同じ で あ 
D, 1980 年 Busia 分 離 49 株 は 疑 陽性 3 株 を 除き 陽 
性 ・ 陰 性 と も に 23 株 (46.9200 と 同率 で あっ た . A 
る 6 群 は いずれ も 陽性 が 主流 で あり , 1981 年 South 
Coast 分 離 154 株 と 1982 年 Busia 分 離 の 27 株 で 陰性 
が 最低 で それ ぞ れ 5 株 3.2%) と 2 株 (7.4%) で 
あっ た ほか は , さら に 残る 4 群 で は 陰性 が 6 一 17 株 
(10.0—31.022), 疑 陽性 が 1 エー? 株 (2.4—17.922) 
の 順 と な っ て いた . 同一 地域 で 分 離 年 た より 比較 す 
る と Busia で は 1980 年 の 陽性 ・ 陰 性 同率 が 1982 年 
陽性 ・ 疑 陽性 ・ 陰 性 の 順 へ , Nairobi で は 陽性 と 陰 
性 の 増加 , 疑 陽性 の 低下 , South Coast で は 陽性 の 
減少 , 疑 陽 件 の 増加 , 陰性 の 著 明 な 増加 と それ ぞ れ 
異な っ て いた . 

ファ ー ジ 型 別 の 応用 性 : 成績 の 部 で 最初 に 述べ た 
よう に 被験 434 株 の うち 294 株 (67.722) は 2 回 の 型 
列 成績 が , 117 株 (27.026) は 表 3 で 判る よう に 3 
回 目 の 成 績 が 前 2 回 の いずれ か と , 残る 23 株 (5.3 
950 も 表 4 の よう に 4 回 目 の 成 績 が 前 3 回 の いずれ 
か と 一 致し て , 全 株 が 程度 の 差 は ある が 再現 性 を 
基礎 に 型 別 で きた こと と な っ た . RA (1965) は 
Mukerjee の ファ ー ジ 5 種 に よる 型 別 結果 は 極め て 
不安 定 で 実用 で き な か っ た と 述べ て いる が , 今回 の 
成績 か ら 現 ファ ー ジ セッ ト は 使用 可能 と いえ る . R 
3, 4, 15 か ら 各 ファ ー ジ 型 に つい て 再現 度 を 求め 
て みる と , 表 4 に 現れ な か っ た 型 は 3 回 実施 まで で 
型 の 決定 が で きた こと と なり , 4 型 で 168 株 (88.0 
22), 1 型 で 31 株 (63.3%), 6 型 で 2 株 (50.092) 
が 2 回 目 ま で で , 2 型 の 1 株 (00092), 6 型 の 2 株 
(50.027, 1 型 の 18 株 (36.722), 4 型 の 23 株 (12.0 
22) が 3 回目 まで で 型 が 決定 され た . 3 型 の 場合 は 
81 株 (68.627) が 2 回 目 で , 35 株 (29.725) が 3 回 
Hc, 残る 2 株 0.722 が 4 回 目 で 型 の 決定 が で 
き て いた が , 5 型 で は 4 株 (8.327 が 2 回 目 


目 で と 
最低 で あっ て , 25 株 (52.122) が 3 回 目 で , 残る 19 
株 (39.627 が 4 回 目 で 決定 され て お り , SWOR 
安定 性 を 示唆 する も の と いえ る . 弄 別 不能 23 株 の 場 
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合 は 3 回 目 ま で が 13 株 (56.522), 2 回 目 ま で 8 株 
(34.825), 4 回 目 ま で を 要 し た の は 2 株 (8.722) 
と 5 型 よ り 良 好 で あっ た . 表 16 で 10 株 が 所 属し た フ 
ァ ー ジ 5 に の みみ 感受 性 の 型 で は 8 株 が 3 回 目 ま で 
C, 各 1 株 が 2 回 目 と 4 回 目 で 型 が 決定 され て い 
た . な お エル トー ル ュ レラ 菌 は すべ て ファ ー ジ 5 に 
感受 人 性 を 示す と し て その 決定 に 利用 し て いる 向 も あ 
る が , 表 16 で 明らか な よう に 被験 434 株 の 5 も 10 株 
(2.3 多 ) は ファ ー ジ 5 抵抗 性 で あっ た . 

被験 434 株 に つい て は ケニア 国 の 事情 か ら 個 々 の 
株 に つい て の 記録 は 極め て 不 充分 で あっ た . し か し 
表 1 で 判る よう に 1980 年 Nairobi 分 離 株 は 5 月 と 
7 月 の 区 別 が つき , また 1982 年 の South Coast と 
Nairobi に つい て は 既に 考察 に 利用 し た よう に 著者 
ら が 分 離 月 日 , 分 離 場所 の 記録 を 残し た の で , 以下 
これ を 利用 し つつ ファ ー ジ 型 の 応用 性 に 検討 を 加え 
る . 表 1 に より 1980 年 Nairobi 分 離 39 株 は 5 月 の 
21 株 と 7 月 の 18 株 に 分 けら れる . そこ で 表 6 から 各 
ファ ー ジ 型 を 月 別に まとめ る と 3 型 は 5 月 に 14 株 
(66.722) と 7 月 に 10 株 (55.6925, 5 弄 3 株 (14.3 
2:2): 5 株 (27.8%), 4 型 3 株 (14.3225: 1 株 (5.6 
26), 6 型 各 1 株 (4.825 : 5.6%), 2 型 は 7 月 に 1 
株 (5.620 と な り , 7 月 に お ける 3 型 と 4 型 の 減 
少 と 5 型 の 増加 が あっ た と いえ る も の の 大 勢 と し て 
は 月 に よる 差 は 認め な か っ た . 1982 年 South Coast 
分 離 の 58 株 は 血清 型 の 項 で も 述べ た よう に 3 月 13 
Fk 4 月 29 株 , 5 一 6 月 15 株 , 7H 1 株 で 構成 され 
て いた . ファ ー ジ 型 で は 4 型 が 月 の 順に 9 株 (69.2 
Z), 22 株 (75.922), 4 株 (26.7225, 1 株 100%) 
で あり , 5 型 は 2 株 (15.4250, 6 株 (20.725), 3 
株 (20.02), 3 型 は 3 月 に 1 株 (7.775 5 一 6 
月 に 6 株 (40.020, 6 型 は 5 一 6 月 に 1 株 (6.7 
200 型 別 不能 は 各 月 に 1 株 で あっ て , 5 一 6 月 に 
お ける 4 型 の 減少 と 3 型 の 増加 が 判っ た . し か し 
この 変動 は 既 述 の 血清 型 ほ ど ARET 762 5 K. 
血清 型 ・ プ ロフ ァ ー ジ 型 の 考察 で も 取り 上 げた 6 月 
29H, 30H, 7 月 16 日 に Mikindani で 分 離さ れ た 
各 1 株 は 順に 5 型 , 6 型 , 4 型 と 異な っ て いた が , 
これ は それ ぞ れ ウ ボ ー ル ・ 稲 葉 , 藩 原 性 セレ ベス ・ 
稲葉 型 , 落 血 性 セレベス ・ 小 川 型 で あっ た の で 理解 
で きる 差 と いえる. 3 月 18 日 か ら 4 月 2 日 の 間 に 
Lungalunga で 分 離さ れ た 8 株 の うち 3 型 の 1 株 を 
除き 7 株 は 4 型 で あっ た の は , 株 は 異な る も の の 血 


清 型 で 稲葉 型 の 1 株 の ほか は 7 株 が 小川 型 で あっ た 
の と 同 程度 と 評価 で きる . Vingunjini に お いて 分 
可 さ れ た 4 月 18 日 の 1 株 , 4 月 21 日 の 12 株 と 4 月 22 
日 の 1 株 は 全 株 が 溶 原 性 セレ ベス ・ 稲 葉 型 で あっ た 
の に 対し て , ファ ー ジ 型 で は 4 型 12 株 と 5 型 2 株 で 
あっ た . すべ て が 落 原 性 セン ベス ・ 小 川 型 で あっ た 
1982 年 Nairobi 分 離 の 42 和 株 は , D-11 か ら D-36 ま 
で の 22 株 が 4 月 1 日 一 14 日 , D-39 か ら D-111 に 至 
る 20 株 は 4 月 19 日 一 5 月 26 日 の 間 と 記録 きれ て い 
た . そこ で 表 12 か ら 両 期 で の ファ ー ジ 型 を 整理 する 
と , 型 別 不能 を 含め て 各 期 に 6 種 の ファ ー ジ 型 が み 
られ , 複数 株 の 属し た 型 で 比較 する と 4 型 は 順に 10 
株 (45.592) と 14 株 (70.0%), 5 型 は 4 株 (18.2 
26) と 2 株 (10022), 前 期 に ファ ー ジ 5 に の み 感 受 
性 の 型 が 5 株 22.7%) と な り , 後期 に お ける 4 現 
ON, ファージ 5 に の み 感 受 性 の 型 の 消失 が 判っ 
た . 前 期 の うち も 1 株 を 除き 16 株 が Mathale valley, 
5 株 が Glucora 分 離 と 記録 きれ て いた の で この間 
で ファ ー ジ 型 を 比較 し た と ころ , 前 者 で は 4 型 8 
株 , ファ ー ジ 5 に の み 感 受 性 の 型 5 株, 5 型 と 型 別 
不能 2 種 各 1 株 , 後者 で は 5 型 3 株 , 4 型 と 型 別 不 
能 各 1 株 と な っ て , 主流 型 の 差 と ファ ー ジ 5 に の み 
感受 性 の 型 の 特異 性 が 認め られ た . この ファ ー ジ 5 
に の みみ 感受 性 の 型 は 表 16 に 示 し た よう に 10 株 検出 さ 
れ , 残る 5 株 は Kapedo 1 株 , South Coast で 
1981 年 1 株 と 1982 年 2 株 , 1982 年 Busia 1 株 と な 
っ て いる . そこ で 本 型 伝播 の 経路 を 考え る と , Ka 
pedo 株 は プロ ファ ー ジ 型 で , 1982 年 South Coast 
と Busia à 5 月 以降 分 離 で ある の で 否定 で き , 1981 
Æ South Coast の 可能 性 の み が 残 る . これ は 既に 
述べ た ファ ー ジ 4 型 優位 と と も に ケニア 南部 より の 
伝播 を 示唆 する も の で ある . 

血清 型 ま た は プロ ファ ー ジ 型 , さら に は Iwanaga 
et al. (1981) の よう に その 併用 を 行っ て も , 極め 
て 特異 的 な 場合 を 除い て は 伝播 経路 追及 な どの 疫学 
的 応用 の た め に は 不 充分 と いえ る . 今回 実施 し た フ 
ァ ー ジ 型 別 は , 2 回 実施 で 67.7 巡 に 成績 再現 性 が み 
られ , 残る 株 に 1 回 追加 を 行っ て 83.6 多 に 一 応 の 再 
現 性 を 認め , さら に 残る 5.3 必 の 株 も さら に 1 回 の 
追加 で 型 の 決定 が で きた の で , 充分 に 利用 で きる も 
の と 考え て いる . 被験 株 の 88.9 が 小川 弄 で は あっ 
た が , 両 血 清 型 内 で の ファ ー ジ 型 分 布 を 表 5 一 12 か 
ら 求 め る と , 小川 : 稲葉 の 順 で 共に 4 型 が 43.3: 


50.0, つい で 3 型 が 27.7 : 22.9, 1 型 12.2 : 4.2, 
5 型 10.6 : 8.3, 6 型 0.8 : 2.1 で , 1 株 の み 検 出さ 
れ た 2 型 は 小川 型 と , 血清 型 に 関係 な く ほ ば 同じ 傾 
向 で 型 別 で きる と も いえ る . 被験 株 に 対す る 記録 の 
不備 は あっ た も の の , 前 述 の よう な 応用 面 も 見 出し 
得 た の で , 今後 被験 株 が 追加 され れ ば さら に その 利 
用 価値 を 実証 する も の と 考え て いる . 


結 語 


1980 年 一 1982 年 に ケニア 国 で 分 離さ ん た エル トー 
ル ュ レラ 菌 434 株 に ファ ー ジ 型 別 を 実施 し , 同時 に 
血清 型 , プロ ファ ー ジ 型 , 溶血 能 を 試験 し て 以下 の 
結果 を 得 た . 

D) 血清 型 で は 小川 型 386 株 (88.925), 稲葉 型 48 
株 (11.12) と な り , 5 株 供 試 の Kisumu で 稲葉 
型 の みみ で あっ た の と , 1982 年 South Coast 分 離 58 
株 の 62.1 ダ が 稲葉 型 で あっ た の が 他 地 区 と の 著 差 で 
d of. 

2) プロ ファ ー ジ 型 で は 溶 原 性 セレ ベス 弄 369 株 
(85.022), 非 溶 原 化 セ レベ ス 型 63 株 (14.522), v 
ボー ル 弄 2 株 (0.575) と な り , 非 溶 原 化 セレ ベス 
型 の 60 株 は Kapedo 分 離 の 全 株 と 極め て 特異 的 な 
存在 で , これ を 除け ば 98.7 多 は 溶 原 性 セレ ベス 型 で 
あっ た . 

D ファ ー ジ 型 別 の 成績 再現 性 は , 2 回 実施 で 一 
致 が 得 ら れ た も の が 294 株 (67.720), 残る 140 株 の 
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5 ち 117 株 (83.692) が さら に 1 回 の 追加 で 一 致し 
た 2 成績 で 型 別 で き , さら に 残る 23 株 も 4 回 目 を 実 
施 後 一 致し た 2 成績 で 型 別 可能 と , 一 応 充分 と いえ 
る も の で あっ た . 

4) 前 項 に よる ファ ー ジ 型 別 の 結果 は 4 型 191 株 
(44.0%), 3 型 118 株 (27.292), 1 型 49 株 (11.3 
22), 5 型 48 株 (11.1275, 6 型 4 株 (0.9275, 2 型 
1 株 0.2%) が 型 別表 に 示さ れ た も の で あっ た . 
残る 23 株 (9.322 で は 型 別表 に な い 8 種 の 感受 性 
域 が か み ら れ , 10 株 の 群 , 3 株 ずつ の 2 群 , 各 2 株 の 
2 群 と 1 株 ずつ の 3 種 で あっ た . うち 3 株 ずつ の 2 
群 , 2 株 の 1 群 , 1 株 ずつ の 2 種 の 計 10 株 は ファ ー 
ジ 5 に 対し て 感受 性 が な か っ た . 

D プロ ファ ー ジ 型 で 特異 性 の あっ た Kapedo 
分 離 60 株 の う も 49 株 が 他 で 全く み ら れ な か っ た 1 型 
で あっ た 点 , ケニア 北西 部 に お ける 3 型 優位 に 対す 
る 南部 で の 4 型 優位 さら に は Nairobi に お ける 
優位 が 1980 年 の 3 型 が 1982 年 4 型 と な っ た こと と そ 
の 原因 が 南部 に 起因 する こと を 示唆 で きた 点 , お よ 
び 両 血清 型 を ほぼ 同じ 傾向 で 型 別 で きる な どか ら , 
ファ ー ジ 型 は 疫学 的 考察 面 に 利用 価値 あり と 結論 し 
TS. 

6) 溶血 能 の 場合 は 陽性 324 株 (74.722), SEEE 
34 株 (7.8%), 陰性 76 株 17.5%) で あっ て , アジ 
アプ 地域 と 異な り 大 多数 が 溶血 能 を 保持 し て いる こと 
を 記録 する に 止め た . 


+ 


E 


稿 を 終わ る に 当たり , 終始 御 懇 切な る 御 指導 と 御 校閲 を 場 わり まし た 当 部 門 内 藤 達 郎 教 授 と , 
画 株 の 収集 に あたり 御 配慮 下さ っ た ケニア 国 National Public Health Laboratory Services の 
所 長 Dr. Kaviti に 深 甚 の 謝意 を 捧げ ます . また 実験 に 際 し て 御 協力 いた だ いた 教室 具 各 位 に 謝 


意 を 表し ます . 
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